
 

 

 

 

 

 

     

確かな学びと国際感覚豊かな子どもの育成     

                                                  校 長 佐藤 益弘 

 

先日行われました授業参観・懇談会は各教員が3つの学年の担任をしています関係で小学部

1.2.3年生・小学部4.5.6年生・中学部と3日に分けて実施致しました。今回は小学部4.5.6年生

と中学部の懇談会質疑内容をお知らせいたします。 

 【小学校 4.5.6学年 懇談会質疑内容 】 

Q1, 学年通信は紙媒体で児童に手渡しするということでしたが、外出先でも簡単に確認することができる

ためデータでも送って頂けますか。 

A,  子どもを介してプリントを配付することで、お子様と保護者の間でコミュニケーションを図ってもら

う目的もあります。次週の予定は子どもたちが知らない事もあり、担任は読み合わせもしています。

お手数ですが、配られた文書を携帯等で撮影し保存していただけると良いと思います。小学部の手紙

は紙媒体で配布させて頂きたいと思っております。 

Q2, 自習時間の扱いについて 

A,  小学校 4.5.6年生は、授業開始前に自習時間があります。この時間は全員参加ですので主にその日の授

業内容や復習のプリント・ドリルを担任が課題として出しています。授業の一環ですので優先的に課

題を行います。しかし、課題が終わってしまったりやむを得ず優先する課題があったりする時は、他の

課題をすることも可能です。      

【中学部 懇談会質疑内容 】 

Q1,  児童生徒数が増えたタイミングで、即時に教職員を増やすことは可能でしょうか。 

A,   少なくても前期前半までは現在の体制を維持することになります。最終的な判断は運営委員会が下す

ことになりますので、学校の方から教員増加については明言できません。 

Q2,  補習校の児童生徒数の把握について転入学情報はどこから入ってきますか。 

A,   企業の方やホームページからの問い合わせにより確認しています。AISCの入学情報を参考にすること

も可能ですが、AISCに入学した児童生徒が全て補習校に編入学するとは限りません。       

Q3,  小学部の児童数が増えたことで教員数が増えた場合、中学部の授業数も増えるのでしょうか。 

A,   増員した教員は小学部・中学部の両方の授業を持ちます。よって中学部の授業数も増えます。 

Q4,  授業時数もですが、授業内容を重視したいと思っています。家庭でも学習のサポートをするので欠席

した日の学習内容等を連絡して頂けますか。 

A,  年間の授業数には限りがあり一年間を通した各教科の計画があります。欠席しても次週は先に進んで

しまいます。今も生徒が欠席した日は「何を学習したのか」を連絡するようにしています。欠席した

分は、家庭での学習を進めていただくと次週の学習内容がつながります。 

Q4,  夏期授業について 

A,  授業時数を補うため、7月26日(火)～7月30日(土)の午前中3時間夏期授業を行います。今のところ予

定ですが、決定いたしましたら改めてご連絡致します。 

5月の予定 個人面談 5月7日～5月21日を予定しております。一人15分程度ですが後日、日

程調整のご案内をさせていただきます。 
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